
 

「おやつ」と聞く
き  

と、大人
お と な

でもうれ

しくなります。皆さん
みな    

も、うれしいで

すよね。何
なに

が出て
で  

きたらうれしいで

すか。チョコ、クッキー、アイス、

果物
くだもの

、ポテトチップなどなど、ちょっ

と食べる
た   

だけで元気
げ ん き

が出る
で  

ことありますよね。 

さて、日本人
にほんじん

はいつからこの「おやつ」を食べる
た   

ようにな

ったのでしょうか。それは、江戸
え ど

時代
じ だ い

からだそうです。江戸
え ど

時代
じ だ い

の中頃
なかごろ

までは、一日
いちにち

二食
にしょく

が普通
ふ つ う

だったそうです。朝
あさ

ごは

んと晩
ばん

ごはんの二食
にしょく

で生活
せいかつ

をしていました。 

そのために、午後
ご ご

２時
 じ

から４時
 じ

ごろに間食
かんしょく

をする人
ひと

がたく

さんいたのだそうです。江戸
え ど

時代
じ だ い

は、この時間
じ か ん

を八つ時（や

つどき）と言ってました
い     

。そこから、間食
かんしょく

、間
あいだ

に食べる
た   

こ

とを「おやつ」と呼ぶ
よ  

ようになったのだそうです。 

食べ過ぎ
た  す  

や良く
よ  

ありませんが、お腹
なか

がすいていては元気
げ ん き

も

やる気
き

も出ません
で    

よね。上手
じょうず

に「おやつ」を食べる
た   

ことも、

張り切って
は  き   

生活
せいかつ

する知恵
ち え

なのかもしれません。 

                     村越 新 

           


